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1.は じめに
教室環境 において、学習者は、 どのような意識 をもち、 どのような調整行動 を実施する
のか、学習者に注 目し、このよ うなプロセスを知ることは、自律学習を促すr場 」 として
のr教 室」を考 える上で、非常に重要である と思われ る。また、目の前に存在す るr教 室」
についての実態を把握することは、今後の教室活動の在 り方を考える上でも、意義がある
と筆者は考える。本稿では、調査対象であるr教 室」(r2,調 査概要』参照)に 参加 してい
る学習者を対象に、以下の2点 について明 らかにすることを目的とす る。
i)教 室環境において、どのよ うな意識をもっているか.
五)ま た、 どのような意識に基づき、どのよ うな調整行動を実施す るか。
2.調 査概要
2.1調 査対象の 『教室』
早稲田大学 日本請教育研究センター設置の別科 目本語専修課程 「日本語1」(初 級前半
レベル)。 教室活動の詳細については、添付資料1を 参照。
2.2調 査協力者
年齢 性別 国籍 所属 日本語学習歴 来日時期
20代 後半 男性 カ ンボ ジア 早稲田大学大学院文学研究科 3ケ 月(母 国) 2004年4月
2.3調 査 日程 とデータ収集方法
2004年 度春 学期(4月 ～7月)に 行 われ たr日 本語 封 のr教 室1に 、週1回 、留
参与観察
学 生の パー トナ ー と して 出席 し、観察 を行 った。
主 に 、イ ン タビュー 前 日の 「教 室」 での 参 与観 察 のメモ に基づ き、教 室 活動 ・状況
フ 才 ロー ア ツプ にお け る意識 と調整 行 動 につ いて 、2回(2004年5月21日 ・7月2日)、 イ ンタ
・イ ン タ ビ ュー ビュー を行 った。 イ ンタ ビューは 、調査 協 力者 の 希望 に よ り、彼 の 第2言 語 で ある
英語 を用 い(通 訳 を依 頼)、1回 の所要 時 問 は、1時 間半 か ら2時 問で あった。
1本 稿では、教室環境における学習者 自身の管理に基づ く行動を、調整行動 と呼ぶ・
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3.分 析方法
グラウンデ ッド・セオリーの方法論に基づき、文字化 したデー タをコー ド化 し、類似す
るコー ドを集め、カテゴリーの抽出を行 った。なお、分析の前段階 として、教室活動 ・状
況 ごとの学習者の意識 と調整行動 をま とめた(添 付資料1参 照).
4.学 習者の意識(表1参 照)
「教室」において学習者がもつ意識 については、「日本語能力への意識」「学習への意識』
r教室外環境への意識」「教室環境への意識」の4つ のカテ ゴリーが得 られた。さらに、「日
本語能カヘの意識」については 「能力実感」「能力不足」「能力向上」「気付き」の4っ のサ
ブカテ ゴリーが得 られ、r学 習への意識」 については、その過程からr解 釈的」r創 造的」
の2つ のサブカテゴ リーが得 られた。
表1「 学習者の意識」
先 生 の説 明 も以前 よ り分か るよ うにな った ので、余 裕 がで て き、 リラ ックスで
きる,〆 先生は、既習した文型を使用 しながら説明するので、内容が推測しや
能力
す くなって きた。/(テ ス トで)解 けた項 目は習得 した こ とにな るので 、スム
実感
一 ズ に解 ける と嬉 しい。/毎 日、 自分 の 日本 語 の知識 が段 階的 に増 えてい くこ
とを感 じる。
ビギナーなので、先生の説明は全て理解できない。/先 生の話すスピードが速
い。/ゲ ーム の説 明 を理 解 しよ うとす るが 、理解 で きな い。/(テ ス トは)時
間 制限が あ る。/(テ ス トでは)速 く解 くので 、 ミス があ るか も しれ な い。/
能力 (テス トで)解 答 に 自信 のな い箇所 は気 に なる。/(テ ス トで)解 けな か った
目本語
不足 項 目は習得 で きて いな い とい うことで ある。/(ロ ー ルプ レイ で)100%正 し
能力へ
くは言 えない。/初 めて書 く漢 字は 、100%の カを 出 して書 くが 、正 しい とは
の意識
限 らない。〆(先 生 の板 書 は)漢 字 、平仮名 、片仮 名 が混 じって お り、理 解 で
きない と きが ある。
(ロール プ レイ は)新 しい語 を知 る機会 とな るので、 とて も よい。/(テ ス ト
で解けなかった項目を)習 得できるようにしたいので、解答を知りたい。/(チ
能力
ヤン ピオ ンのス ピー チ は)毎 回、同 じ言葉 、内容 な のでつ ま らな い。/語 や 文
向上
型だけではなく、発音も日本語母語話者に近くなりたい。/レ ベルや進度がバ
ラ/くラな ので、進 みが 遅 い ときはつ ま らない。
最 近 、学 習者 の よ くな い発 音が 聞こ える よ うにな り、また 、それ らは 聞 き取 り
気付き
に くい と感 じる。
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(先生の)早 口も聞き取りの練習になる。/テ ス トは自分の習得度を知る機会
であ り、誤 っ た箇所 を正 しく理解 す る こ とが重 要 であ る。/(ロ ー ル プ レイ は)
習 った もの を練習す る機 会 とな るので 、 とて もよい。〆 先 生の 教 え方 は、漢 字
の覚え方の一つになるので、とても助かる。/既 習の漢字と意味的に関連があ
る新 しい漢字もあるので、覚えると便利になる。/漢 字を書くとき、既習のパ
一 ツは練習せ ず 、新 しいパ ー ツのみ 練習す れ ば よいの で、楽 で ある。書 き方 の
解釈的
練習は、とても役に立っ、/先 生の訂正により、自分が書いた漢字は正しくな
る。/漢 字 コンテ ス トの参 加者 で な くて も、 自分 で 書い て練 習で きるの で 、参
加者のみが学習しているのではない。/嬉 しいとは言えないが、教室の前にい
学習へ
る二 とで ゲー ムに集 中で き る。/先 生 の話す ス ピー ドが速 く、訳 が分 か らな い
の意識
状態 で、 ゲー ムに取 り組 む こ とが面 白い 。〆 日本 語 は 聞き取 りの練 習 にな り、
英語は意味の再確認に役立つので、(折衷法は)ビ ギナーにはよい。
最 近、文型 に注 目す るよ うにな った。/(テ ス トで)自 分の習 得 してい る もの
を自分から出したい。/教 科書は印刷されたものなので、それに載っていない
先 生 の説 明は、 ノー トを とるべ きで あ る。/文 型 はr話 す 」r書 く」 の2っ の
創造的 技能に関係するので、今の自分に一番重要である。/意 味が変わった り、誤解
が生 じる こともあ るので 、ア クセ ン トや イ ン トネ ー シ ョンは 重要 で あ る。/既
習した目本語は積極的に使うべきであり、機会を逃 さずに日本語を練習した
い 。
(先生より)も っと速いスピー ドで話す目本語母語話者もいるはず。/重 要な
のは、教室内で学んだことを教室外で使用することである。/大 勢の前で話す
練習になるのでよい活動である。/先 生の説明により、教室外で接 レた日本語
につい ての疑 問が解 決 され 、嬉 しい。/教 室外 で 、その 日に習 った文 型 を 聞 き
取 れ る と嬉 しいの で 、文型 を習 うこ とは楽 しみ で あ り、意 欲 がわ く。/(文 型
教室外環境 は〕 目常生活 で も理解 、使 用 で きる よ うにな っ て きた ので 、今 の 自分 に一番 重
への意識 要である。/(ロ ールプレイは)教 室外での実際使用のよい練習になる。/言
葉 を学ぶ 目的 は 、他 人 と コ ミュ ニケ ー シ ョン を とった り、自分 につ いて 言 え る
ようになることである。/大 学院生は自分の名前を覚え、教室外でも声をかけ
て くれ る。また 、大学 院 生 と親 しくな りた いの で、大学 院生 の名 前 を覚 えたい。















学習者の調整行動にっいては、その目的 として 「理解」「定着」 「向上」 「情意」「協調」
の5つ のカテ ゴリーが得られた。また、調整行動を実施する際に活用するリソースとして
「自己」r環境」の2つ のカテゴリーが得 られ、さらに、r自己」についてはr認 知」r行動」、
r環境」 についてはr対 人」r非 対人」の各々2つ のサブカテ ゴリーが得 られた。
表2r学 習者の調整行動」











先生 に質 問す る。個 人的 な もの で あれ ば 、メモ を と り、授 業後 、先 生 に質
問す る。
非対人 テス ト後 、解 答 に 自信 の ない項 目を調 べ る。




大学 院生 に、漢 字 の筆順 を教 えて も らった り、自分 が書 いた漢 字 をチ ェ ッ
ク して も ら う。
環境
非対人




























答 えが分 か っ てい て も、黙 ってい る。/誰 も答 えな い とき、自分が 答 え る。





学習者の意識 と調整行動の関係性 については、今後の教室活動に示唆 を与えると,思われ
る、いくつかの結果が得 られた。
6.1否 定的な意識からの積極的な調整行動
例1の よ うに、r能 力不足ユに代表 され るような否定的な意識が、積極的な調整行動 を










例3の よ うに、はじめは否定的であった意識が、プロセスを経て、肯定的な意識へ と変
化 し、その結果、積極的な調整行動へ と結びつくケースが見 られた。










以上、教室環境 における学習者の意識 と調整行動について分析 ・考察を試みたが、各々
の様相を把握す ることはできても、それ らの関係性、つまり、調整行動に至るまでの意識
のプロセスを把握す ることは難 しく、今後、データ収集方法 と分析方法を吟味する必要が
ある。 しか しなが ら、学習者の自律学習を促す要因について、僅かなが らの示唆が得 られ
たように思われる。また、本稿では、焦点 を当てなかったが、達成感 ・不安感 など、学習
者の感情も、調整行動に影響を及ぽす重要な要因であることが示唆 された。 さらに、本調
査 ・分析を通 し、 日の前に存在す るr教 室」 に対する学習者の意味付 けが、間接的に伝わ
ってき、今後の教室活動の在 り方 を考える上で、意義のあるものになった と思われる。
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添付資料1r教 室活動 ・状況ごとの学習者 の意識 と調整行動」
教室活動 ・状況 ,琶識 調整行動
ビギナ ー な の で 、 先 生 の 説 明 は 全 て 理 解 で きな い 。(05/21)2 聞 き取 れ た語 、先 生 の ジ ェス チ ャー 、小 道 具
を 手が か りに 、 内容 を推 測 す る。(05!21)先 生 の話 す ス ピー ドが 速 い 。 け れ ど も、 もっ と速 い ス ピー ドで 話 す 日本
語 母語 話者 も い るは ず な の で 、 早 口 も聞 き取 りの 練 習 に な る。(05/21)
出 欠 ゲ ー ム 】
ゲ ー ム の 説 明 を 理 解 しよ うとす るが 、 理 解 で きな い。(05121) 先 生 に 質 問す る。 個 人 的 な も の で あれ ば 、 メ
モ を と り、授 業 後 、先 生 に質 問す る。(05121)
ゲ ー ム に慣 れ て き、 先 生 の 説 明 も以 前 よ り分 か る よ うに な った ので 、余
裕 が で て き、 リ ラ ッ クス で き る。(07/02)
自分 の番 で は、 ジ薫 ス テ ヤー を交 え 、積 極 的
に参 力鐸して い る。(07給1)
最 近 、 文 型 に 注 目す る よ うにな った 。 先 生 は 、 既 習 した文 型 を使 用 しな
が ら説 明 す るの で 、 内 容 が 推 測 しや す く な って き た.(07102)
既 習 した文 型 か ら、新 しい 文 型 の 理 解 を試 み
る。 〔07〆02)
自分 の 習 得 して い る も の を 自分 か ら出 した い。(05121) 分からない箇所があっても、す ぐに大学院生
に聞かない。(随 時〉
テ ス ト中
時 問 制 限 が あ る。(05!21〉 分か らない箇所で止まらず、全体から文脈を
推測する。(05!21)
速 く解 くの で 、 ミス が あ る か も しれ な い 。(05121) 解答後、見直 しをする。(随 時)
解 け た 項 目は 習 得 した 二 と に な るの で 、 ス ムー ズ に解 け る と嬉 しい が 、
解 答 に 自信 の な い 箇 所 は気 に な る。(05!21)
テ ス ト後 、解 答 に 自信 の な い 項 目を 調 ぺ る。
(05!21)
テ ス ト
解 け なか った 項 日は習 得 で き て い な い とい うこ とで あ り、 習得 で き る よ
うに した い の で 、解 答 を知 りた い 。(05121)
解 け な か っ た箇 所 を 大学 院 生 に 質 間 し、説 明




誤 った 項 目に注 意 を払 う。(05121)
テ ス トは先 生 か らの客 観 的 な評 価 な ので 、点 数 を気 にす る。(05121〉
言語 能 力 はテ ス トで は測 れ な い ので 、点 数 を気 に しな い。 重 要 な の は 、

















教室活動 ・状況 意識 調整行動
チ ャ ン ピ オ ンの ス ピー チ3
大 勢 の 前 で 話 す 練 習 に な る の で よい 活 動 で あ る が 、 毎 回 、 同 じ言 葉 、 内
容 な ので っ ま ら な い。(07!02)
毎 日、自分 の 日本 語 の 知 識 が 段 階 的 に 増 えて い く こ とを感 じる・(05/21)




教 室 外 で 、そ の 目に習 った 文 型 を 聞 き取 れ る と嬉 しい α)で、 文 型 を 習 う
こ とは楽 しみ で あ り、意 欲 が わ く,(05121)
教 科 書 は印 刷 され た も の な の で 、そ れ に 載 っ て い な い 先 生 の説 明 は 、 ノ
ー トを とるべ き で あ る。(05〆21)
教 科 書 と先 生 の説 明 を 整 理 した ノー トを 作
成.(05〆21〉
文型指導
文型 はr話 す 」r書 くjの2っ の 技 能 に関 係 し、 口常 生活 で も理 解 、使
用 で き る よ うに な っ て きた の で 、今 の 自分 に 一番 重 要 で あ る。(07/02)
文 型指 導 に 注 目す る.(07/02)
新 しい語 を知 り、 ま た 、習 っ た{)の を練 習す る機 会 とな るの で 、 とて も
よ い.(05〆21)ロ ー ノレ
プ レ イ 100%正 しく は 言 え な いが 、教 室 外 で の 実際 使 用 の よ い練 習 に な る。
(05/21)
意 識 して い なか っ たが 、そ の 日に習 っ た 文型 の練 習 に な る.(07/02)自分につい
て表現する
タスク
言 葉 を学 ぶ 目的 は 、他 人 とコ ミュニ ケー シ ョン を とっ た り、 自分 に っ い
て言 え る よ うに な る こ と な の で 、 よ い活 動 で あ る.(07/02)
意 味 が変 わ っ た り、誤 解 が 生 じる こ と も あ る 疏)で、ア クセ ン トや イ ン ト
ネー シ ョン は重 要 で あ る。(07/02)
日本 語 母 語 話 者 幌)発音 を 聞 い た り、話 し方 を
真 似 す る。(07/02)
リズム法
語 や 文 型 だ け で は な く 、発 音 も 日本 語 母 語 話 者 に 近 くな りた い 。(07/02)
音声指導
最 近 、学 習 者 α)、仁く な い発 音 が 聞 こ え る よ うに な り、 ま た 、 それ らは 聞





教室活動 ・状況 意識 調整行動
先 生 の教 え方 は 、漢 字 の覚 え 方 の 一 つ に な る の で 、 とて も助 か る・
(07!02)








漢字 を 書 く とき 、既 習 の パ ー ツは 練 習せ ず 、 新 しい パ ー ツの み 練 習 す れ
ば よい の で 、 楽 で あ る。 書 き方 の 練 習 は 、 とて も役 に 立 つ。(07/02)
初 め て 書 く漢 字 は 、100%の 力 を 出 して 昔 くが 、 正 しい とは 限 らな い。
先 生 の 訂 正 に よ り、 自分 が 書 い た 漢 字 は正 しく な る、(07/02)
漢 字
コ ンテ ス ト4
漢 字 コ ンテ ス トの 参 加 者 で な くて も、 自分 で 書 いて 練 習 で き る の で 、 参
加 者 の み が 学 習 して い る ので はな い 。(07102)
大 学 院 生 に 、 漢 字 の 筆 順 を 教 え て も らっ た
り、 自 分 が 書 い た 漢 字 を チ ェ ッ ク し て も ら
う。(07102)
グル ー プ に よ る
フ リー トー ク
大 学 院 生 は 自分 の名 前 を覚 え 、教 室 外 で も 声 を か け て くれ る。 ま た 、 大
学 院 生 と親 し く な りた い ので 、大 学 院 生 の名 前 を覚 え た い。(07/02)
グループでの自己紹介のとき、大学院生の漏
前をメモする。(07/01)
多 くの 大 学 院 生 と話 せ 、 親 しく なれ た ので 、 よ か っ た 。 〔07/02)
嬉 しい とは 言 え ない が 、教 室 の前 にい る こ とで ゲ ー ム に 集 中 で き る。
(05121)
聞 き 取れ る 語 を 手 が か りに 、ゲ ー ム に取 り組
む。(05/21)
ゲ ー ム5 先 生 の 話す ス ピー ドが速 く、訳 が分 か らな い状 態 で 、 ゲ ー ム に取 り組 む
こ とが 面 自い,日 常 生活 で も 同 じよ うな状 況 が あ る の で 、 この よ うな ゲ
ー ム をや る の だ ろ う。(05!21)
不特定多数の
学習者への質間
答 え が 分 か る とき 、 全 て 答 え た くな る、 しか も、 最 前 列 に 座 っ て い る と
きは 、自分 た ち に答 え る こ とが求 め られ て い る よ うに 感 じる・けれ ども ・
他 の 学 習者 も同 じ気 持 ちで あ り、 答 え る機 会 を 与 えた い 。 〔05/21)
答 え が 分 か っ て い て も、黙 っ て い る。(05121)
他 の 学 習者 も答 えが 分 か るだ ろ う し、 全 員 が 少 しず っ ク ラス 活 動 へ 参 加
す るべ きな の で 、 均 等 に、 先 生 の 質 問 に 答 え るべ きで あ る。(07/02)



















教室活動 ・状況 意識 調整行動
タスクを遂行する
人を募る
誰 も立 候 補 しな い と、先 生 は名 簿 に よ り指 名 す るが 、 それ で は ク ラス活
動 にな って い な い 。 また 、 自分 に立 候 補す る勇 気 が で て きた。(07!02)
ク ラ ス の 一 員 と し て 、 自 ら 立 候 補 す る 。
(07102)





日本 語 は 聞 き取 りの 練 習 に な り、 英 語 は意 味 の 再確 認 に役 立 つ の で 、 ビ
ギナ ー には よい 。(05/21)
先 生 と学 習 者 の コ ミュニ ケ ー シ ョン の ス トラテ ジー と言 え る。(05/21)
漢 字 、平 仮 名 、片 仮名 が 混 じっ て お り、理 解 で き な い とき が あ る。(05121) 板 書 され た もの の 意 味 を推 測す る。(05121)
板書の文字表記 あ ま り意 識 して い な いが 、片 仮 名 で表 記 され て い る もの は 、 外 来 語 の発
音 で あ る と分 か る。(07102)







他 の学習渚か らの英語での働 きかけに対 レ
て、日本誰で対応する。(随 時)
個 人 的 に話せ るの で 、 よい 練 習 に な る.(05/21)
大学院生の存在
以 前 は お 互 い に 知 らな か った ので 話 しづ らか った が 、今 は話 しや す い 。
(07〆02)
授 業 は 先 生 が メイ ンな の で 、 大 学 院 生 と喋 る こ と は よ くな い。 〔07/02〉 大 学 院 生 と話 す こ と を控 え る。(07/02)
1文 脈 を 提 示 し 、 学 習 者 に 、 あ る文 型 を使 わ せ て 出 欠 を と る とい うゲ ー ム 。
2()は イ ン タ ビュ ー 日、()は 観 察 口。
3テ ス トで 最 高 得 点 を と った 学 習 者 が 、 前 に 出 て 、 フ ォ ー マ ル な 文 体 を 使 用 し な が ら ス ピー チ を 行 う活 動 。
4学 習 者2人 が 前 に 出 て 、1回 目 は 目 を 瞑 り、2回 目は 目 を 開 け た 状 態 で 、 黒 板 に 漢 字 を書 き 、 正 確 さ を 競 う コ ン テ ス ト。
5TPRを 用 い た ゲ ー ム 。 例:学 習 者 は 、r赤 い 紙 を 取 っ て 、 本 と辞 書 の 間 に 入 れ て くだ さい 』 とい う教 師 の 指 示 に 従 っ て 行 動 す る 。
